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４　（２）　景気の現状に対する判断理由
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
良くなる - - -
やや良く
なっている

一般小売店［文
具］（販売担
当）

単価の動き ・高級筆記具の売上が伸び、単価上昇に結び付いてい
る。また、訪日外国人客の単価上昇も目立つ。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・外国人観光客が３か月前より増加傾向にある。新し
いマンション入居に伴い、30～40歳世帯が増えてきて
いる。

衣料品専門店
（店長）

競争相手の様子 ・競合の数字、全館としても前年超えとなっている。

変わらない 百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・訪日外国人客は別として、国内客の来店、買上が弱
い。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・特選衣料雑貨、宝飾品などの高額品の他、紳士婦人
雑貨、食料品の売上が順調に推移している。一方、紳
士服、婦人服は伸び悩むなど、全体としては充実感に
欠ける。

百貨店（広報担
当）

単価の動き ・購買客数は104％ながら、客単価は97％にとどまって
いる。主力の衣料品や宝飾品が伸びないため、先行き
については引き続き慎重な見方である。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・今月も来客数、インバウンド売上共に前年比で95％
前後で推移している。商業施設のリニューアルオープ
ンが続いているが、影響はそれほどでもない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ランチタイム、ディナータイム共に来客数が増加し
ている。近隣での超高層オフィスビル増加に伴っての
ことと考えられる。客層の高齢化により、量より質の
傾向がはっきりみられる。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３月は春休み前後で非常に忙しく、それに伴い全体
的に忙しかった。それと比べると、４～５月は来客数
がやや減っているが、トータルでは変わらない。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・周辺に同業他社がかなり増え、パイの奪い合いと
なっている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・移動や移転の時期も終わり、主要商品の販売数に変
動が見られない。

やや悪く
なっている

一般小売店［食
品］（店長）

お客様の様子 ・例年ゴールデンウィーク明けは倹約気味である。20
日以降一時的に回復したものの、６月に入り景況感が
下降気味である。

百貨店（総務経
理担当）

来客数の動き ・商業施設の新規オープンなどの話題性により、４～
５月の来客数は伸びているが、賞味期限は短いので、
そこがピークとなりつつある。

その他レジャー
施設（経営者）

来客数の動き ・５月は休日が多かったことから、やや悪くなってい
る。また、客層に年金生活者が多いため、孫にお小遣
いをやり、自分は辛抱しているようである。

悪く
なっている

○ ○ ○

良くなる その他サービス
業［造園・園
芸］（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・５月は母の日があり、年内最大の繁忙期であったの
で、相当な量の受注があった。

やや良く
なっている

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・受注量や売上額が、少しではあるが上向いてきてい
る。

卸売業［繊維・
衣服等］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・５月の受注が前年を上回った。

卸売業［機械器
具］（営業担
当）

それ以外 ・納品及び売上計上は少し先になるが、受注はできて
いる。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（営業
担当）

競争相手の様子 ・現場作業員の高齢化により、業務を受けきれていな
い同業者も増えてきているため、仕事がこぼれてくる
可能性がある。

家計
動向
関連

企業
動向
関連
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明
変わらない 新聞業（営業担

当）
受注量や販売量
の動き

・新聞広告収入は前年割れが続いている。業種により
広告出稿量、金額は高低があり、好調な業種も散見さ
れるが、全体的に低調の感は拭えない。６月の第１四
半期締め、ボーナス商戦にも期待したいが、不透明で
ある。

出版業（経営
者）

それ以外 ・大企業は潤っているが、零細企業は悪戦苦闘してい
る。

出版業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・広告企画が採用されても、当初の見積金額より値下
げさせられたり、サービスページを要求され、実質的
には受注額がかなり下がっている。

建設業（営業担
当）

競争相手の様子 ・受注に関しては、競争相手も特に変化がない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・前回と大きな変化はない。

不動産業（企画
担当）

取引先の様子 ・オフィスマーケットは引き続き堅調で、平均賃料も
上昇傾向を維持している。マンションは供給戸数が減
少しているものの、初月成約率は70％まで回復してい
る。

卸売業［機械器
具］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前年同月と比べて特別変化はない。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・在庫がなかなかはけないようである。良くもなく、
悪くもなく、特段変わらない様子である。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（営業
担当）

取引先の様子 ・景気が上向いている要素はなく、これまでどおりで
推移している。

やや悪く
なっている

印刷業・製本業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・前年に比べ、今年は受注量が２～３割少なく、仕事
が動いているという印象が薄い。

印刷業・製本業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・地方の印刷会社が安値で受注をしている。

印刷業・製本業
（営業担当）

取引先の様子 ・新年度に入り、安値受注が目立ってきている。

悪く
なっている

- - -
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